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１．当学園事業報告概況 

 

 令和６年度においては、グローバルなエネルギー・資源価格の高騰や円安等の影響により

日常生活に密接する物価の大幅な上昇が見られる一方、生成ＡＩ等の新技術が急速に社会に

浸透し、教育・ビジネスでの活用拡大と同時に著作権や情報流通・倫理の規制に関する議論

が進む等、社会全体が大きな変革期にあります。また、教育業界においても、令和７年度か

らの私立学校法の一部改正、令和８年度からの学校教育法の一部改正を控え、大きな制度変

更の過渡期にあります。 

このような社会情勢の中、当学園は、令和６年２月に横浜市より、みなとみらい２１中央

地区６０・６１街区の事業予定者として選定され、令和７年１月に横浜市と基本計画協定を

締結いたしました。その上で、横浜市との間で、２月には土地売買契約を締結し、同街区の

開発事業関係者となりました。同街区においては、オフィス、ホテル、ミュージアム、商業

施設から構成される複合施設が新設され、属性の異なる人たちの集まりによる多様な賑わい

の創出と、観光・エンターテイメントを軸とする街づくりが計画されております。その中で、

当学園は当該区において令和１１年４月にＩＴ・デザイン・エンターテイメント分野の学科

が集約された岩崎学園みなとみらいキャンパス(仮称)の開学を予定しております。みなとみ

らい地区を当学園の新たな教育事業の拡張と位置づけ、引き続き経済界・産業界ひいては社

会において需要の高い人材の育成に取り組みながら、岩崎学園みなとみらいキャンパス(仮

称)を中心に、安定的な学生確保ができる、選ばれ続ける学園を目指していきたいと考えてお

ります。 

また、令和６年度には当学園組織の機構改革を行い、専門学校、大学院大学、保育園、幼

稚園及び放課後児童クラブを統括するマーケティング・教育事業創造本部を新設いたしまし

た。これにより、学生募集を起点とした意思決定・レポートラインの徹底と「顧客(高校生、

保護者、幼児、社会人学生等)が欲しい物」から逆算したマーケットイン型の戦略を推進し、

学生募集の状況改善を果たすことができました。引き続きマーケティング・教育事業創造本

部を中心に、各校縦割りや前例踏襲を排し、学園全体視点での最適化を図ってまいります。 

当学園は創立１００周年を目前に控える中、職員一人ひとりが常に若者と社会のニーズを

汲み取りながら、「自分ごと」として物事を捉え、従来の慣例や常識にとらわれることなく、

クリエイティブに社会と向き合ってまいります。そして、学生、園児、児童、保護者の気持

ちを大切にしながら、変わることなく「楽しさ」「わくわく」に溢れる教育サービスを提供し

てまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．情報セキュリティ大学院大学事業報告概要 

高度な情報セキュリティ技術者・管理者・研究者の継続的育成と研究推進に取り組みま 

した。 

 

中期事業計画：情報セキュリティ分野における高度な専門技術者、実務家と、創造性豊 

かな研究者を育成する。 

 

（１）内部質保証の一環としての認証評価申請を通じた教育・研究活動の検証 

教育・研究活動の自主的な改革と一層の充実・発展を図るべく、令和５年度に受 

審した大学基準協会による実地調査による「適合」の評価結果を踏まえ、令和６ 

年度は内部質保証に関する各組織の役割と手続き等の改訂を実施いたしました。 

令和７年度の全学的な自己点検・評価と外部評価に向けた取り組みを進めてまい 

ります。 

 

（２）国家の情報セキュリティ分野における技術開発と政策支援 

国家の成長・政策の基盤となる人材育成に係る教育改革が推進されるなか、後藤 

厚宏学長・教授が引き続き担当するサイバーセキュリティ戦略本部員として国家 

の最重要課題のひとつである情報セキュリティ分野の教育・研究に取り組みまし 

た。また、重要施策である「経済安全保障重要技術育成プログラム」においては、 

令和７年度より新学長に就任する桑名栄二教授が「先進的サイバー防御機能・分 

析能力強化」に参画する等、国家の安全保障への寄与を強化してまいります。 

 

（３）産官学連携による教育・研究活動の推進と幅広い人材育成ニーズへの対応 

大学間連携・産学連携による「研究と実務融合による高度情報セキュリティ人材 

育成プログラム」（ＩＳＳスクエア）の代表校として、当該分野における大学院レ 

ベルの教育プログラムの一層の充実・発展に努めてまいりました。併せて、文部 

科学省のプログラム「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（ｅｎＰ 

ｉＴ）」での成果を活かし、大学院生向け、学部生向け、社会人向けそれぞれの同 

プログラムについて、連携大学とともに継続してセキュリティ人材育成を推進し 

てまいりました。特に社会人向けプログラムとして、経営層を対象として試行的 

に開講した新規コースが好評であり、幅広いリカレント・リスキリングニーズへ 

の対応強化に努めてまいります。 

 

（４）工業高等専門学校との連携・推進による学生の確保 

当学園グループの中期事業計画における重点戦略の一つである「高度専門人材の 

育成」を踏まえた全国の工業高等専門学校との連携の推進、政府機関・産業界・ 

リスキリング市場等への情報発信の強化を通じ、アドミッションポリシーに適合 

した学生の確保に努めました。引き続き、社会人学生の潜在ニーズの掘り起こし 

に向けて抜本的な取組みを進めてまいります。 

 

 

３．専門学校事業報告概要 

専門学校教育を通じて産業界の多様なニーズに即した学科改編と技術者の育成及びキャ 

リア教育・職業教育の実現実行を踏まえた教育課程の再編に取り組みました。 

 

中期事業計画：最新の実務の知識や技術と社会的自立のための基盤となる能力を身に 

つけられる教育課程を編成し、発想力豊かな職業人を育成する。 

 

（１）社会の変化を踏まえた教育課程の再編 

デジタルコミックの市場規模の急拡大とそれに伴う漫画クリエイター等の新しい 

人材ニーズを踏まえ、令和７年度から横浜デジタルアーツ専門学校に開設する「漫 



画・イラスト科（４年制）」の学生募集やカリキュラム開発を推進し、開設初年度 

から定員を上回る入学者を確保することができました。また、令和８年度から、 

トップレベルのファッションクリエイターを育成する横浜ｆカレッジの「ファッ 

ションクリエイター科（４年制）」、保育士のみならず、小学校教員及び子供関連 

産業でも幅広く活躍できる専門人材を育成する横浜保育福祉専門学校の「教育こ 

ども学科（４年制）」を開設するためにカリキュラム設計や教員の採用等の準備を 

推進いたしました。 

 

（２）マーケットインの考え方に基づく各種行事・イベントの再構築 

令和６年度からの機構改革により各専門学校がマーケティング・教育事業創造本 

部の直轄となりました。この新体制を活かし、従来は各専門学校単位で企画・実 

施していた各種行事やイベントを学生目線で学校ごとの縦割りを排し再構築を進 

めました。令和６年度は横浜ｆカレッジの「Ｆａｓｈｉｏｎ ＆ Ｂｅａｕｔｙ Ｌ 

ＩＶＥ」に横浜デジタルアーツ専門学校の学生がライブパフォーマンスでコラボ 

レーション参加することで音楽の演出を強化しました。また、令和７年度から情 

報科学専門学校の「ＩＳＣプログラミングコンテスト」を横浜デジタルアーツ専 

門学校との共催によるゲーム、ＡＩ、デザイン、ＩＴの総合コンテスト「ＪＯＹ 

コン！２０２５」にリニューアルするための企画・体制整備も推進いたしました。 
 

（３）専門学校７校の特徴的な取り組み    
①情報科学専門学校 
先端ＩＴシステム科を中心にｅスポーツのプロチームとの連携や東京ゲームショ 
ウへの参加を通じてゲーム業界への知見を深めました。また、情報セキュリティ 
学科の学生が「第６２回技能五輪全国大会」ウェブデザイン職種にて銅賞を受賞、 
情報セキュリティ学科と実践ＡＩ科の学生によるチームが「学生ＩＴコンテスト 
２０２４」のＩＴプロダクツ部門にて部門１位となる優秀賞を受賞する等、学内 
に留まらない活躍を見せました。 

②横浜スポーツ＆医療ウェルネス専門学校 

横浜スポーツ＆医療ウェルネス専門学校への校名変更及びスポーツ系学科を開設 

し、初年度から横浜ビー・コルセアーズユースチームや横浜エクセレンス、ジー 

クスター東京における現場実習、ゴールドジムやジェクサーとの連携授業を実施 

する等、学生の就職も含めたスポーツチームやスポーツ関連企業との連携強化を 

推進いたしました。 
③横浜ｆカレッジ 

横浜髙島屋６５周年記念イベントのフィナーレとして開催された「ＹＯＫＯＨＡ 

ＭＡ ＭＩＲＡＩにつなぐファッションショー」に参加いたしました。また、美容 

系学科の学生が「第４２回神奈川県美容技術選手権大会」のスチューデントオー 

ルウエーブセッティング競技で１位から３位を独占、「ＴＯＮＩ＆ＧＵＹ ＪＡＰ 

ＡＮ ＳＴＵＤＥＮＴ ＩＭＡＧＥ ＯＦ ＴＨＥ ＹＥＡＲ ２０２４」で３位入賞 

を果たす等、成績をおさめました。 

     ④横浜デジタルアーツ専門学校 

神奈川県や企業との産学連携に留まらず、「第９回アフリカ開発会議」ロゴマーク 
への総合デザイン科の学生の作品の採用をはじめ、ＣＧ科学生の作品が「ＷＨＯ' 
Ｓ ＮＥＸＴ？２０２４Ⅴｅｒ.０２」キャラクター部門２位、グラフィック科学 
生の作品が「第３回ＧＡＬＬＥＲＩＡイラストコンテスト」カッコイイ×スタイ 
リッシュ部門優秀賞等、全国規模のコンテストでも実績を残しました。 

     ⑤横浜リハビリテーション専門学校 
      連携協定を締結している横浜市スポーツ医科学センターや横浜市脳卒中・神経脊 
     椎センターから招聘した非常勤講師による授業や作業療法学科における「ｅアク 

ティビティ」の授業において eスポーツを取り入れた作業療法を学習する等、臨 
床現場における実践的かつ最先端の知識・技術を学べる教育を実施いたしました。 



⑥横浜保育福祉専門学校 
１年生全員が当学園の認可保育園３園において園児と交流する「１年次ふれあい 
インターンシップ」を実施することで、早期から保育の楽しさや実習への不安軽 
減を図りつつ、実習日誌のＩＴ化の試験導入及び準備を実施しました。令和７年 
度からはクラウド型の保育実習支援システムの導入により、実習における教育効 
果の向上と学生のＩＴリテラシーの向上を進めてまいります。 

⑦横浜実践看護専門学校 
学生の専門知識・技術の涵養と国家試験の合格率の向上を目指して積極的に特別 

講習を実施いたしました。また、令和６年度からは学生が主体となり、上級生が 

下級生に指導する「ナースのひよこクラブ」が立ち上げられ、全学的に教え合い、 

学び合う姿勢が醸成されました。その結果、国家試験の合格率が全国平均を上回 

る９５.８％となりました。 

 

 （４）職業訓練の受託及び実施 

当学園は、人材育成機関として国の施策・地方公共団体の施策に積極的に参画して 

おります。令和６年度は、神奈川県立東部総合職業技術校が実施する再就職支援訓 

練講座（公共職業訓練）５コースを新横浜１号館で、神奈川労働局が実施する求職 

者支援訓練３コースを横浜西口３号館で開講いたしました。 

 

（５）特定非営利活動法人ＮＰＯ情報セキュリティフォーラムの活動支援 

特定非営利活動法人ＮＰＯ情報セキュリティフォーラムの啓発普及・教育活動等を 

支援してまいりました。 

 

 

４．保育・幼児教育事業報告概要 

認可保育園３園、附属幼稚園２園及び放課後児童クラブ３クラブについて一層の保育・ 

幼児教育事業の充実に取り組みました。 

 

中期事業計画：きめ細かい保育・幼児教育を実践し、安全・安心な教育環境の提供と 

保護者サービスを充実する。 

 

（１）きめ細かい保育・幼児教育の実践と安全・安心な教育環境の提供 

保育士・幼稚園教諭・放課後児童クラブ支援員一人ひとりが園児及び児童の気持ち 

に寄り添いながら、きめ細やかな保育・幼児教育と地域に開かれた子育て支援を実 

施してまいりました。併せて、安全・安心な教育環境を整備しながら、園児及び児 

童が楽しくわくわくしながら登園できる園づくりを進めてまいりました。 

 

（２）認可保育園・附属幼稚園における安定的な園児獲得に向けた取り組み 

①課外活動の充実 

認可保育園３園において英会話教室とダンス教室を実施しておりましたが、令和６ 

年度は園児及び保護者の希望を踏まえ、新たに体操教室を開講いたしました。引き 

続き、課外活動の更なる充実を通じて、園児と保護者の満足度向上を進めてまいり 

ます。 

②小規模保育事業所(０歳児から２歳児)との交流と満３歳児の受け入れ 

認可保育園３園及び附属幼稚園２園では、近隣の小規模保育事業者と提携し、同事 

業者を卒園した園児の受け入れや、園相互における交流を図ってまいりました。ま 

た、附属幼稚園２園では、満３歳児の早期受け入れを実施し、より安定した園児数 

の確保と幼稚園運営に取り組んでまいりました。    

③幼稚園の強みの整理と広報強化 

学園の総合教育アドバイザーである脳研究者の池谷裕二氏(東京大学・大学院薬学系 

研究科教授)の協力を得て、教育ノウハウの整理・形式知化に取り組みました。「遊 



び×学び×楽しい」をコンセプトにＷｅｂページのリニューアルやデジタルパンフ 

レットの制作も進めており、令和７年度前半に公開する予定です。 

 

（３）放課後児童クラブの活動 

①児童の成長を促す教育（成長プログラム）の展開 

当学園が開発した児童の成長を促す教育（成長プログラム）を子どもたちの意見も 

取り入れながら、効果的に実施いたしました。 

 

 

５．学園本部事業報告概要 

当学園では、教職員自らが主体的に法人運営に参画する意識の醸成を図り、当学園が推 

進する高等教育事業及び保育・幼児教育事業に従事することに誇りと責任を持ち、常に 

チャレンジしていく法人運営を強力に推進してまいりました。 

 

中期事業計画：柔軟な発想力と新しいことを学び続ける姿勢を持って楽しい教育サー 

ビスを提供していくための法人運営を推進する。 

 

（１）機構改革を活かした教育・学生募集業務の全体最適化推進 

令和６年度より大学院、各専門学校、幼児教育部門をマーケティング・教育事業 

創造本部の下に位置付け、各校への直接の指示命令系統とレポートラインを明確 

化しました。同時に、これまで各校で独自に推進していた「ブランディング」「競 

合調査」「産学連携」「ＤＸ推進」「学生募集戦略策定」等の機能をマーケティング・ 

教育事業創造本部に集約することで生産性の向上を実現しました。また、教育や 

学生募集に関する各種の取組成果を具体的に指標化し、四半期ごとに理事長及び 

経営管理委員会同席のもとでマネジメントレビューを行うことで、短いスパンで 

の取組の見直し・最適化を実現することができました。 

 

（２）「岩崎学園みなとみらいキャンパス(仮称)」開設に向けての基盤整備 

令和１１年度の「岩崎学園みなとみらいキャンパス(仮称)」開設に向けて、既存 

学科の再編及び学科新設に関するロードマップの作成に着手いたしました。市場 

動向や競合分析も踏まえてブラッシュアップし、令和７年度より順次着手してま 

いります。また、これまでにない魅力あるキャンパスの空間デザインを実現する 

ため全学的な特命ワーキンググループを組織し要求仕様の開発を進めております。 

 

（３）働き方支援制度の拡充と働き方改革の推進 

家庭を持ちながら働く子育て世代の負担軽減や全ての職員一人ひとりが健康的か 

つやりがいを持って働けるよう働き方支援制度の拡充準備を推進してまいりまし 

た。令和７年度からは「育児・介護における在宅勤務制度の新設」「家族のための 

休暇の新設」「健康維持管理・増進のための休暇新設及びサポート体制構築」等を 

開始いたします。 

 

（４）安定的な経営基盤の維持 

大学院大学、専門学校における教育研究活動及び認可保育園、幼稚園等の保育・ 

幼児教育活動の適正な遂行並びに安定的な経営基盤の確立に向け、健全な経営体 

質の強化に継続して取り組んでまいりました。   

以 上 


